
プロジェクト・シミュレーションの仕様例
1. PBL活動計画
プロジェクトの立案の課題

● 顧客の要求を理解し、漏れや抜けの無いインタビューを行う。
● インタビューの結果、成果物スコープを明確にする。
● WBSを作成する方法と意味を理解し、実践する。
● スケジュールの作成方法を理解し、習得する。

流れ シリウス社 パイナップル社 ユーカリ社 ネットシステムズ社

・ WBS、マスタースケジュールの
作成に関する説明を実施する

・ ソリューションをまとめ、スコープ
定義の不足部分を明確にし、ヒアリ
ングを行う準備をする

・ S 社に対してヒアリングを行い、
成果物スコープを明確にする

・ スコープ記述書を完成させる

・ 提案チームに、社内の人材を集
める

・ WBSを作成し、個々のワークパッ
ケージを明確にする

・ アクティビティに必要な資源を見
積り、所要時間を見積もる

今回の PBL についての説明（10分）
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WBS、スケジュールの
レビュー実施（時間外）

スコープ記述書の
完成（5 分）

提案チームの要員
募集（15 分）

WBS 作成（45 分）

スケジュール作成
（45 分）

ソリューション検討
（20 分）

ソリューション検討
スコープ記述書
（時間外）

顧客へのヒアリング（20 分）
 

 


